
（参考資料1）

常用漢字表（平成22年内閣告示第2号）（抄）

（付）字体についての解説

第1　明朝体のデザインについて

　常用漢字表では，個々の漢字の字体（文字の骨組み）を，明朝体のうちの一種を例に

用》・て示した。現在，一般に使用されている明朝体の各種書体には，同じ字でありなが

ら，微細なとこ1ろで形の相違の見られるものがある。しかし，各種の明朝体を検討して

みると，それらの相違はいずれも書体設計上の表現の差，すなわちデザインの違いに属

する事柄であって，字体の違いではないと考えられるものである。つまり，それらの相

違は，字体の上からは全く問題にする必要のないものである。以下に，分類して，その

例を示す。

　なお，ここに挙げているデザイン差は，現実に異なる字形がそれぞれ使われていて，

かつ，その実態に配慮する冒と，字形の異なりを字体の違いと考えなくてもよいと判断し

たものである。すなわち，実態として存在する異字形を，デザインの差と，字体の差に

分けて整理することがその趣旨であり，明朝体字形を新たに作り出す場合に適用し得る

デザイン差の範囲を示したものではない。また，ここに挙げているデザイン差は，おお

むね「筆写の楷書字形において見ることができる字形の異なり」と捉えることも可能で

ある。

1　へんとっくり等の組合せ方についで

（1）大小，高低などに関する例

　　↓　　↓　　　↓　　↓　　　↓　　↓

硬硬　吸吸　頃頃
（2）はなれているか，接触しているかに関する例

　↓　　↓　　　　　　　　　　　↓　一↓

睡睡・異←異←挨挨

2　点画の組合せ方について

（1）長短に関する例

、雪ノ雪雪　満〆満で無＼無．斎一斎一

（2）つげるか，はなすかに関する例
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くヨ　　　の　　に　する　

・岸・岸　家家脈脈脈／

黒黒　印印蓋ノ蓋’
（4）交わるか，交わらないかに関する例

聴：造出非祭ゼ祭「

→存」存一孝→孝　二二

　　　　　　↑　　↑　　，くのその　

・芽・芽・芽　夢夢夢　．

3　点画の性質について

くの　かり　く　　かに　する　

・帰「帰堪孟浪’均・鹿麗蔑蔑
（2）候斜，．方向に関する例

　　　　ノ　　ノ考．考氏値値．望ゼ望〆

（3）曲げ方，折り方に関する豪

勢勢競競頑頑頑、災＼災
　　　・■　　ノ，　　　ノ騨　　ノ　　ノ1
くむ　　　さえ　　の　　に　する　

＼芝芝ノ更夏　俊彼
　ノ　メ　ま　　ゼ　ぱ　コぎ

八八八　公公公　雲馬雲
（5）とめるか，はらうかに関する例

環〆環〆泰一泰←談〆談〆

早早継継〆園園
　　　　　　↑　　↑



（6）とめるか，ぬくかに関する例

耳氏耳氏邦邦 街街 飢餌，

（7）はねるか，とめるかに関する例

四一四一配配
（8）その他

i換←換←湾・湾・

一次→次ら姿一姿

4　特定の字種に適用されるデザイン差について

　　　　「特定の字種に適用されるデザイン差」とは，以下の（1）～（5）それぞれの

　　　字種にのみ適用されるデザイン差のことである。したがって，それぞれに具体的

　　　な字形として示されているデザイン差を他の字種にまで及ぼすこ．と｝まできない1

　　　　なお，（4）に掲げる「叱」と「叱」は本来別字とされるが，その使用実態か

　　　ら見て，異体の関係にある同字と認ゆることができる。

（1）＼

蛛E＼牙♪牙

（2）韓・韓：・韓

（鴨茨・、茨・ノ茨

’（4）叱〆・叱〆

　　　　〆　　　　　　〆
　　　　　・栃（5）栃



第2　明朝体と筆写の楷書との関係について

　常用漢字表では，個々の漢字の字体（文字の骨組み）を，明朝体のうちの一種を例に

用いて示した。このことは，これによって筆写の楷書における書き方の習慣を改めよう

とするものではない。字体としては同じであっても，1，2に示すように明朝体の字形

と筆写の楷書の字形との間には，いろいろな点で違いがある。それらは，印刷文字と手

書き文字におけるそれぞれの習慣の相違に基づく表現の差と見るべきものである。

　さらに，印刷文字と手書き文字におけるそれぞれの習慣の相違に基づく表現の差は，

3に示すように，字体（文字の骨組み）の違いに及ぶ場合もある。

　以下に，分類して，それぞれの例を示す。いずれも「明朝体一手書き（筆写の楷書）」

という形で，左側に明朝体，右側にそれを手書きした例を示す。

1・明朝体に特徴的な表現の仕方があるもの

（1）折り方に関する例

衣二衣 去 去 玄 玄

（2）点画の組合せ方に関する例

人一人 家一家 北一品
（3）「筆押さえ」等に関する例

芝一：芝

入一入

史一史
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（4）曲直に関する固

練一子 手一手 了一了

（5）その他
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2　筆写の楷書では，

（1）長短に関する例

雨一雨雨
　鉦一毎狂　、ハ、、　　　　　，・・、　　’・・、

いろいろな書き方があるもの

（2）方向に関する例

風一風風
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（5）はねるか，とめるかに関する例

切一切切切
酒一酒酒

　売一ワセ売：ゲく

文一文文・

保一イ呆保

公一公公
骨一骨骨

改一改エ欠改
陸一陸陸陸



本
糸
環

木
糸
環

一
　
一
　
一

木
糸
環

来一来来、

牛一牛砦

型
置

雪
女

碗
二

珪
令
女

（6
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3　筆写の楷書字形と印刷文字字形の違いが，字体の違いに及ぶもの

　　　以下に示す例で，括弧内は印刷文字である明朝体の字形に倣って書いたもので

　　あるが，筆写の楷書ではどちらの字形で書いても差し支えない。なお，括弧内の

　　字形の方が，筆写字形としても一般的な場合がある。
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（2）点画の簡略化に関する例

葛一事（葛）

　僅　一　イ董　（イ董）

箋一将（箋）

賭一斗（賭）．
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